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ＳＶの Ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ｅ ｓ ｓ ｉ ｖ ｅ  Ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ 

３０日 ３０日  ３０日 

勤

務

不

良

マ

ネ

ジ

ャ

ー 

Ｓ
Ｖ
の
プ
ロ
グ

レ
ッ
シ
ブ
ア
ク

シ
ョ
ン
ス
タ

ー

ト 

７２％以上は 

ＯＫ 

・改善向上のためにも 

・リカバリーさせるためにも 

・すべり落ちをふせぐためにも 

プログレッシブレビューにもとずく改善行動期間 

 

２１日～３０日間 

プログレッシブレ

ビュー 

Ｗｅｅｋｌｙ 

Ｍｏｎｔｈｌｙ 

２ ８ ％ 

不 可 

パフォーマンス・レビューが不満足の場合、 

ターミネーションへの道 

ノ ー マ ル パ フ ォ ー マ ン ス レ ビ ュ ー 

普通「ＧＯＯＤ」にレベルに維持しないと 

タ

ー

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

の

決

定 

退

職

へ
の

道 

・
・
・→

 

（
退

職

へ
の

道

） 

モチベーション 

やる気のある店 

店舗運営水準の向上 

１回目 
２回目 

不 可 

２１日～３０日 

（注意期間） 

本部・本社の 

事実確認 

一対一で 

話 し 合 う 

OK OK 

Ｎ
Ｇ 
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月 月 月月 月

プログレッシブ　アクション １．　　　　　２． １．　　　　　２． １．　　　　　２． １．　　　　　２． １．　　　　　２．

コメント

平成　　　年　　月

評価計画

平成　　　年　　月 平成　　　年　　月 平成　　　年　　月 平成　　　年　　月

評価実績

現店舗異動年月日 店舗滞留年月日 ランク ＳＶ

現ランク経験年月日

ＳＶのＰｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ　Ａｃｔｉｏｎ　店舗人財の成長促進活動 [取扱い注意]

氏
名

生年月日（　　　才） 入社年月日 勤続年月数 現ランク昇格年月日

プログレッシブレビューの目的 

①評価のワンランクアップのために 

②店舗の改善向上のために 

③リカバリーさせるために 

現状のオペレーション 

レベル測定 Ｓ

Ｖ

の

プ

ロ

グ

レ

ッ

シ

ブ 
 

 
 

 
 

 
 

ア

ク

シ

ョ

ン

ス

タ

ー

ト 

パフォーマンス 

レビューシステム 

プログレッシブレビュー 

プログレッシブレビューに 

基づく改善行動期間 

Ｓ
Ｖ
と
本
人
が
一
対
一
で
話
し
合
う 

ワンランクアップ 

人事異動 

プログレッシブレビューに基づく 

改善行動期間 

第２回目 

ＯＫ 

NG 

人事異動 

ターミネーションの決定 

ＯＫ 

NG 
予定日 

実施日 

Ｑ S C 

Ｑ S C 

① 

② 

③ 

④ 

点 数 

点 数 
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Basic Supervisor Handbook

そして最後に 

Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ Ⅳ ： 人財開発会議システム 

ＨＵＭＡＮ ＲＥＳＯＵＲＣＥ ＰＬＡＮ 

ＭＥＥＴＩＮＧ 
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Basic Supervisor Handbook

ＨＵＭＡＮ ＲＥＳＯＵＲＣＥ ＰＬＡＮ 

ＭＥＥＴＩＮＧ 

ＨＵＭＡＮ ＲＥＳＯＵＲＣＥ ＰＬＡＮの 

効果を上げるためのキー 

ＳＶの店舗人財確保システムの構築 
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スーパーバイザー
（Sｕｐｅｒｖｉｓｏｒ） 

人財資源開発との関係 

(Human Resourse Management) 

人 事 と の 関 係 
(Personal Department) 

組織の壁を破るのがリエンジニアリングの発想で、最終的には企業の壁

を打破するところまでを目指す。効果を早く出す為には、手をつけやす

いところから始めるのが有効である。 

人材を確保  ⇒ 人財へと育成する 

いわゆる 

人財ノウハウの構築セクションとして 

最重要視されるようになってきた 

１９８３年以降、企業が厳しい環境を勝

ち抜いていくためには、効率的な人的資

源の利用が不可欠であると・・・・・ 

経営者が理解するようになったと。 

管理職務であるが、仕事内容は一般従業員の雇用、給与の取扱い、退職者面接

など、ほとんど管理的な手続き業務に集中している。 

こうした体制が、人事の問題を会社の片隅に追いやる原因となっている。 

ス ー パ ー バ イ ザ ー

People Management 

People Planning 

and 

Projecting 

ヒューマンリソースプラン

ターゲットセレクション

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
プ
ラ
ン 

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

昇

進

昇

格

定

期

昇

給

評

価

賞

与

評

価

異

動

計

画

退

職

面

接

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン 

重
大
な
違
反
事
項

カ

ウ

ン
セ
リ

ン
グ

Ｆ

ｉ

ｒ

ｅ 

人 財 資 源 開 発 

人 財 育 成 の チ ェ ッ ク 

機 能 と 監 査 機 能 

全社計画 

新卒（３０％） 

中途（３０％） 

採

用

人
財
開
発
会
議

人 財 育 成 の 進 行 管 理 ・ 人 事 監 査 

人 事 部 

管理的な手続き業務 

管 理 的 な 手 続 き 業 務 

採

用

計

画

©
P

e
o
ple B

usiness S
cho

o
l A

ll rights reserved
. 

千




